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中部地方佐久間湖地域の

領家片麻岩・花尚岩中のカリ長石の三斜度
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TheObliquitiesofK－feldsparsfromGneissesandGranitesintheSakuma－ko

Area oftheRyokeMetamorphic Belt，CentralJapan

Akira FUJIYOSHI＊andAkira KoBAYASHI＊＊

TheSakuma－koareaoftheRyokemetamorphicbeltconsistsofgneissesandgranites．

The gneisses are dividedintotwo by the Tenryukyo granite：The western gneisses

distributedin western and centralparts of the area，and the eastern gnelSSeS OCCurlng

alongthe Median Tectonic Line．Thewestern and theeasterngneisses weremetamor－

phosedunderthehighertemperaturepartandtheintermediatetemperaturepart（andalusi－

teorsillimanitezone）oftheamphibolitefaciesoftheregionalmetamorphism，reSpeCtively．

ThegranitesLOnSist ofthe Kamiharaandthe Tenryukyogranites，and a quartzdiorite．

The western gneisses and the granites have partly undergone retrogressive metamor－

phism，and the eastern gneisses and a part oftheTenryukyograniteretrogressivedis－

locationmetamorphismrelatedtotheformationoftheMedianTectonic Line．

TheobliqultleSOflllK－feldsparsfromgneissesandgranitesarepresented．Fromthe

Obliquities and textures of K－feldspars，the following events can be recognizedin the

metamorphic process．In the first event，mOnOClinic K－feldspars without perthitic

texture and crosshatched twirming were formed by the regiOnal metamorphismin the

western and the eastern gneisses．Next，the monoclinic K－feldsparsin the western

gneisses，theKamiharaandtheTenryukyograniteshavebeenconsiderablyconvertedinto

K－feldsparscontainingperthiticalbiteandshowingtheembryo ofcrosshatchedtwinning

（mainlytypeII）by theretrogressive metamorphism，Whichmayhave resultedfrom the

youngergraniteintrusion，ThemonoclinicK－feldsparsintheeasterngneissesandapart

Of the Tenryukyo granite have been mostly convertedinto K－feldspars showing cros－

Shatchedtwinning（mainlytypesIILIV）bytheretrogressivedislocationmetamorphism，due

to the formation of the Median Tectonic Line．

Thedegreeoftheretrogressivedislocationmetamorphism，duetotheMedianTectonic

Line，andtwodifferentwaysofdevelopmentofthecrosshatchedtwinningarediscussed．
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1．　は　じ　め　に

カリ長石の三斜晶系から単斜晶系への転移は，緑

色片岩相と角閃岩相の境界付近で始まることが指摘

されている（RAASE＆MoRTEANI，1976）．又それ

を裏付けるように，領家変成帯本宮山地域において，

角閃岩相の紅柱石帯から珪線石－カリ長石帯に属す

る変成岩中のカリ長石はすべて単斜晶系であるとい

う報告がある（藤吉・伊藤，1983）．一方，カリ長石の

単斜晶系から三斜晶系への転移は漸移的であり，最

初に単斜晶系のカリ長石が形成された場合，カリ長

石の三斜度の測定は，後の後退変成作用の程度を明

らかにするのに有効であることが報告されている

（FUJIYOSHT71984；藤吉・丸山，1983）．

領家変成帯佐久間湖地域の変成岩の変成度は，角

閃岩相の紅柱石帯以上である（榊原，1963；藤吉，

1974；加藤，1974；HAYAMA＆YAMADA，1980；横

井，198礼　又当地域には，古期花崗岩一神原花崗

岩，天竜峡花崗岩－が存在する．一方，東側には中

央構造線が存在する．

従って，当地域の花崗岩・変成岩のカリ長石の三

斜度を調べ，変成岩・古期花尚岩が後の後退変成作

用の影響を受けているか否か，受けたとすれば，ど

のようなカリ長石が形成されたか，又中央構造線の

形成に伴ってどのようなカリ長石が形成されたか等

を調べるのが当論文の目的である．以下はその報告

である．

2．地　質　概　略

佐久間湖地域は，変成岩・花崗岩からなる（図1）．

変成岩は，主に砂質，泥質，チャート質の片麻岩

からなる．この片麻岩は，第1図に示すように，天

竜峡花崗岩により西部から中央部への片麻岩（以下，

西部片麻岩と称す）と中央構造線に沿った片麻岩

（以下，東部片麻岩と称す）とに2分されている．西

部片麻岩は，東部片麻岩に比べて，粗粒であり，脈

状，岩脈状，プール状のミグマタイト質花崗岩を伴っ

ている．この片麻岩は，泥質岩で董青石±紅柱石＋

黒雲母十カリ長石＋斜長石＋石英±白雲母，珪線

石＋董青石±紅柱石十カリ長石＋斜長石＋石英±白

図1　佐久間湖地域の地質概略図一山田ほか（1974）

及び加藤（1974）に基づく一．

1：石英閃緑岩，2：天竜峡花崗岩，3：神原花崗

岩，4：火成源圧砕岩，5：片麻岩類，6：断

層．

Fig．1．SimplifiedgeoIogicmapoftheSakuma－

ko area afterYAMADA et al．（1974）and KATO

（1974）．

1：Quartz diorite，2：Tenryukyo granite，3：

Kamihara granite，4：Mylonites ofigneous

Origin，5：Gneisses，6：Fault．

雲母の組合せで表わされる角閃岩相高温部の変成作

用を受けた（榊原，1963；横井，1983）．東部片麻岩

は，細粒であり，泥質岩で珪縁石＋紅柱石＋白雲母＋

黒雲母＋斜長石＋石英，紅柱石＋白雲母＋斜長石＋

石英，石灰質岩で珪灰石＋単斜輝石＋方解石の組合

せで特徴づけられる，角閃岩相紅柱石帯又は珪線石

帯の変成作用＊を受けた（藤吉，1974；HAYAMA　＆

YAMADA，1980）．

蝉HAYAMA＆YAMADAは，この変成作用は西側の花崗

岩の貫人によると考え，この変成作用を受けた岩石を

ホルンフェルスと名づけたが，これが広域変成作用に
よるのか花崗岩の熱変成によるかははっきりせず，現

在考察中である．
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西部片麻岩は，一部董青石のピナイト化，珪線石

の白雲母化および異雲母の緑泥石化で表わされる後

退変成作用を部分的に示す．一方，東部片麻岩は，

圧砕・破砕的組織および雲母類の緑泥石化で特徴づ

けられる後退変形変成作用を示す（藤吉，1974：

HAYAMA＆YAMADA，1980）．これは，中央構造線

近くの岩石で特に顕著である．又中央構造線沿いに

は，火成岩源の圧砕岩が存在し（HAYAMA＆YAMA－

DA，1980），その組成は石英閃緑岩質である．

花崗岩は，神原花崗岩，天竜峡花崗岩，石英閃緑

岩からなる．上記3つは，領家変成帯の古期花崗岩

額に属する．

神原花崗岩は，主に片状構造を示し，又部分的に

カリ長石什作拝＝こ」ころカり展右壬好晶の発達右京す
／　■′　、　「．11】ll　′l－　t　一・・一・　一■・　′　－　　／　′・・‾一　一一㌧′一一ト■H　▼ノ　ノ　LJ′、」．一、・・・一一‘J　■　ノ　●

この岩石は，石英閃緑岩質～花崗岩質の組成で，角

閃石・黒雲母の緑泥石化および斜長石のソーシュー

ル化に示される後退変成作用の影響を部分的に示す．

天竜峡花崗岩は，異雲母＋カリ長石＋斜長石＋石英

からなる黒雲母花崗岩である．この岩石も，黒雲母

の縁泥石化および斜長石のソーシュール化に示され

る後退変成作用を部分的に示す．又中央構造線に近

い岩石は，圧砕・破砕的組織を示す．

3．カリ長石の三斜度

（1）方法

測定した岩石は，当地域の石英・長石質片麻岩，

ミグマタイト質花崗岩，神原花崗岩，天竜峡花崗岩

である．これらの収集した岩石の各々について，そ

の岩石のカリ長石三斜度の平均値を表わすように，

岩石の異なる部分からいくつかの切片を作る．それ

を粉砕・混合して，粗粒な岩石では48～100mesh，

細粒のものでは100～150meshの粉末30～80gを作

る．これを電磁分離器にかけ，有色鉱物を除去した

後，クレリチ溶液でカリ長石を分離した．

カリ長石のⅩ線回折実験については，それぞれの

粉末試料に対してCuKα線を用い，2β＝31ロー290

の区間を記録した．

（2）型の分類

GoLDSMITH＆LAVES（1954a，b）は，カリ長石の
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三斜度を131と131のピーク間隔のちがいにより決

定出来ることを示し，三斜度△＝12．5（d131－d151）

で定義した．しかしながら，当地域のカリ長石の多

くは，131と131のブロードピークによって特徴づ

けられる．従って，FUJIYOSHI（1984）による便宜的

基準を用いて，131と131ピークパターンの型分類

を行った．型Ⅰ一ⅠⅤは，131ピークの高さ1／2と1／

3のところの巾（それぞれa，bとする）を用い，型

ⅠⅤ－ⅤHlは131と131の2ピークの高さの平均（C）と

2ピーク間のブロードピーク又は2ピーク間の谷間

の高さ（d）との比（d／C）を用いて，次のように分類し

た．即ち，型Ⅰはa＜0．250（2のとb＜0．390（2外型ⅠⅠ

はa＝0．25－㌔0．390（2のとb＝0．39－0．500（2の，型ulは

a＝0．39－0．640（2卵とb＝0．50－0．750（2の，型ⅠⅤ

はa＞0．640（20）とb＞0．750（20）およびd／C＞0．80，型

Ⅴはd／C＝0．80，0．50∴型VIはd／C＝0．50－0．30，

型VIlはd／C＝0．30－0．15，型Vl”はd／C＝0．15－0．

00とする．

佐久間湖地域に存在する型はⅠ－Ⅴであり，その

回折パターンの特徴は図2に示した．

凧
冊
皿

∴
二
二

20CuKa
290　　30■　　31● 2才　　30●

図2　佐久間湖地域に見出されるカリ長石三斜度の

131と151回折パターン例（型分類は本文参照）．K

O41等はカリ長石の反射面を表わす．

Fig．2．Examplesofdiffractionpatternsof131

and131reflectionsofK－feldsparsintheSaku－

ma－koarea（Seethetextontheclassificationof

type江
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図3　佐久間湖地域のカリ長石三斜度の分布図．

Ⅰ型は白丸で，ⅠⅠ型からⅤ型への変化は内部黒円の

半径増により表示（図2参照）．斜線部は顕著な砕

砕的カリ長石の存在地域を示す．

Fiq．3．Map showing variation of K－feldspar

ObliquitiesintheSakuma－koarea．

TypeIisdistinguished by the open circle and

thechangeoftypeIItotypeVbytheincrease

ofradiusoftheinner solidcircle（Fig．2）．KT

feldsparswithcataclastictextureareshownby

shaded fields．

（3）佐久間湖地域の三斜度の分布

当地域の分離した111個のカリ長石の試料につい

て，Ⅹ線回折に基づく三斜度の測定結果は図3に示

した．図3では，型の変化は黒色内部円の大きさで

表示した（図2参照）．即ち，型ⅠⅤの時黒色内部円の

大きさを外部円の半分とし，型Ⅰへと黒円を小さく

し，そして型Ⅰは白丸とする．型Ⅴは型ⅠⅤよりすこ

し内部黒円を大きくする．

当地域の西部片麻岩，神原花崗岩，天竜峡花尚岩

のカリ長石の三斜度は主に型Ⅰ・ⅠⅠで，まれに型ⅠⅠⅠ

であり，それぞれ類似の分布パターンを示す．東部

片麻岩のカリ長石三斜度については，型Ⅰ・ⅠⅠ以外

に型ⅠⅠⅠ・ⅠⅤが多く存在し，型Ⅴもまれに存在する．

又圧砕・破砕的天竜峡花崗岩のカリ長石（図2の斜線

部）は型ⅠⅠⅠである．

西部片麻岩，神原花崗岩，天竜峡花崗岩，東部片

麻岩のカリ長石三斜度の特徴は，図4に示すように，

それぞれの型の頻度分布によって一層明瞭に示され

る．

4．顕微鏡下の観察

カリ長石のⅩ線回折実験に用いた岩石の薄片を
′ん一lノー、　　　　　　t lヽ　　にご　′　‾　／・T、　ノ′「1ノ．てW、、＿1＿　二三hコ　　＼　L

lノFリ，刀ソ宍ノーコしリ組稲毛世嗣へ7こ．

西部片麻岩，神原花尚岩，天竜峡花崗岩（圧砕的花

崗岩を除く）の各岩石中のカリ長石は類似の特徴を

示す．即ち，型Ⅰの岩石については，パーサイト組

織および双晶のないカリ長石（図版ⅠのA）が多く

存在する．型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠの岩石については，パーサイト

組織・双晶を示すカリ長石（図版ⅠのB，C，D）が多

くなる．この双晶は，図版ⅠのC，Dに示すように，

カリ長石結晶の境界および結晶中のアルバイト相を

中心に発達し，しかも萌芽的である．

東部片麻岩に関しては，型Ⅰの岩石では，西部片

麻岩と同じように，パーサイト組織・双晶の発達を

示さないカリ長石が多い．型ⅠⅠⅠ－Vの岩石は，発達

した格子状双晶および破砕的カリ長石（図版ⅠのE，

F）の多くの存在によって特徴づけられる．又，この

格子状双晶の発達の仕方は，西部片麻岩，神原花崗

岩，天竜峡花崗岩（圧砕的花崗岩を除く）のものと異

なって，結晶内でランダムである．そして，格子状

双晶は，ゆがみ・破断を示す．型ⅠⅠⅠの圧砕天竜峡花

崗岩のカリ長石は，東部片麻岩のものと類似の特徴

を示す．これらの顕著な特徴を示すカリ長石が多く

存在する岩石は，図3に斜線で示した．

5．考　　　察

西部片麻岩・ミグマタイト質花崗岩のカリ長石は，

主に型Ⅰ・ⅠⅠで，まれに型ⅠⅠⅠである．型Ⅰは，神原

花崗岩，天竜峡花崗岩の周辺部にかたよることなく，
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lll川IV ll＝lllV llllllVl U HtHl＝VI U tll MlV VⅥⅥlWl V VIVl川川

Type

図4　カリ長石の回析図形に基づく型の頻度分布．A：西部片麻岩，B：神原花崗岩，C：天竜峡花

崗岩，D：東部片麻岩，E：早月川上流地域の飛騨変成岩・花崗岩，F：片貝川上流地域の飛騨変

成岩・花崗岩．Cの付点部は破砕的カリ長石の三斜度を示す．又E・Fについては，FUJIYOSHI

（1994）に基づく．

Fig．4．HistogramShowingthedistributionof typeof distributionpatternsfromK－feldspar

separatedby aheavyliquid・A‥WesterngnelSSeS，B‥Kamihara granite，C‥Tenryukyo

granite（dottedfieldshowK－feldsparswithcataclastictexture），D‥Easterngneisses，E：Hida

metamorphic rocks and granitesin the upper

rocks and granitesin the upper Katakai－gaWa

まんべんなく存在する．又，西部片麻岩は，董青石＋

カリ長石±紅柱石，珪線石十重青石＋カリ長石±紅

柱石の組合せで特徴づけられる角閃岩相高温部の変

成作用を受け（榊原，1963；横井，1983），後に董青石

のピナイト化等後退変成作用を部分的に受けている．

これらの事実から，西部片麻岩中の型Ⅰカリ長石の

形成は，神原・天竜峡花崗岩の賢人の影響によるの

ではなく，角閃岩相の高温部の変成作用に基づき，

型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠのカリ長石の形成は後の後退変成作用に基

づくと推測される．角閃岩相高温部での単斜晶系カ

リ長石（型Ⅰ）の安定な存在については，多くの地域

からの報告があり（例えば，FUJIYOSHI，1970；GUI，

DOTTIdα仁1973；藤吉・伊藤，1983），上記推測へ

の一つの根拠を与えるだろう．

神原・天竜峡花崗岩中の型Ⅰカリ長石は，西部片

麻岩と同じように，まんべんなく岩体内に存在する．

又，西部片麻岩と同じように，角閃石・黒雲母の緑
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Hayatsuki－gaWa area，F：Hida metamorphic

area．EandFarebasedonFUJIYOSHI（1984）．

泥石化等の後退変成作用を部分的に示す．従って，

神原・天竜峡花崗岩中のカリ長石についても，最初

型Ⅰが形成され，後退変成作用で型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠが形成さ

れたと推測される．

西部片麻岩の型ⅠⅠ（・ⅠⅠⅠ）の分布も，神原・天竜峡

花崗岩の周辺にかたよることなく，まんべんなく存

在する．従って，片麻岩の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠカリ長石の形成

も，両花崗岩の影響に基づかないことを，カリ長石

三斜度の分布の特徴は示している．神原・天竜峡花

崗岩中の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠの分布も，西部片麻岩と類似のパ

ターンを示す．このことは，西部片麻岩，神原・天

竜峡花崗岩中の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠカリ長石の形成が両花尚岩

の貰人後で，しかも同一の作用に基づく可能性を示

唆する．この可能性は，西部片麻岩，神原と天竜峡

花崗岩の型の頻度分布が類似パターンを示すことに

より一層強められるだろう．

当地域の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠの分布の特徴からは，両花崗岩
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貫人後の後退変成作用による型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠカリ長石の形

成を示すのみで，後退変成作用が何によって生じた

かはっきりしない．しかしながら，（1）西部片麻岩，

神原花崗岩，天竜峡花崗岩（圧砕花崗岩を除く）の型

ⅠⅠ・ⅠⅠⅠカリ長石は，パーサイト組織の発達および結

晶境界からの部分的な双晶の発達を示す（図版Ⅰの

B，C，D），（2）同じ中部領家帯の本宮山地域で，新期

花崗岩の賢人による後退変成作用を受けた片麻岩類

中の型Ⅰカリ長石は型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠに変化し，そして型ⅠⅠ・

ⅠⅠⅠカリ長石は当地域の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠのものと同様の組織

の発達を示す（藤吉・伊藤，1983），（3）当地域の神原・

天竜峡花崗岩は領家変成帯の古期花崗岩に属し，そ

して両花尚岩および西部片麻岩は熱水変質作用を部

分的に示すが．首都片麻岩の上うな仔辺細繍鼻元曳「l・一一‘ノ　）、　／　、・一【／－」L－　Hl／lこし⊥／lけ：γヽ　し＿／」’、－

ない，などの事実を考えると，当地域の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠカ

リ長石の形成は，本宮山地域と同じように，新期花

崗岩の買入による後退変成作用に基づくことが推測

され，新期花崗岩が当地域に伏在している可能性が

考えられる．当地域の東部片麻岩の西境に点々と本

宮山地域と類似の新期花崗岩が存在し，又，この新

期花尚岩が中部地方領家帯に広く点在している（山

田ほか，1974）ことは，上記推測を支持するようにみ

える．

東部片麻岩中のカリ長石は，型Ⅰから型Ⅴまで存

在する．（1）型Ⅰ・ⅠⅠは，中央構造線から比較的離れ

た所に存在し，一方，型ⅠⅠⅠ－Vは中央構造線の近く

に存在する，（2）型Ⅰカリ長石は，破砕・圧砕作用等

の後の後退変成作用をほとんど受けていないか，又

は弱く受けた岩石中に存在し，しかも東部片麻岩中

に広く点在する，（3）東部片麻岩は紅柱石帯又は珪線

石帯に属する変成作用を受けている（藤吉，1974；

HAYAMA＆YAMADA，1980），（4）緑色片麻岩相と角

閃岩相の境界で単斜晶系のカリ長石が形成され始め

（RAASE＆MoRTEANI，1976），領家変成帯の本宮山

地域において，紅柱石帯以上の変成度で型Ⅰカリ長

石のみが安定に存在する（藤吉・伊藤，1983），などの

事実から，東部片麻岩も，紅柱石帯又は珪線石帯に

属する変成作用で型Ⅰカリ長石が形成され，後の後

退変成作用で型ⅠⅠやVが形成されたと思われる．

型ⅠⅠトVのカリ長石は，パーサイト組織の発達を

示すものも存在するが，多くは，西部片麻岩，神原・

天竜峡花崗岩のものと比べて格子状双晶の一層の発

達を示す．これらのカリ長石は，圧砕・破砕作用を

強く受けた岩石に，そして中央構造線沿いに存在す

ることから，中央構造線の形成に伴う後退変形変成

作用がこれらのカリ長石の形成に関係したと考えら

れる．中央構造線に近い圧砕・破砕天竜峡花園岩の

カリ長石が型ⅠⅠⅠであることおよび飛騨変成帯東北部

の片麻岩・花崗岩のカリ長石の格子状双晶の発達は

後退変形変成作用に基づく（例えば，FUJIYOSHI，

1970）ことは，上記考えを支持するデータを提供し

ている．

型の頻度分布（図4）が示すように，中央構造線の

変形作用は，カリ長石の転移に関して，飛騨変成帯
酋」レ垂R／∩呈、爪1一卜十／ヾで　恵、き　n2台1．、阜ク邸九一三・七ナナ
／l＼い1UH廿J Vノ　）＞ノ　」　♪U　、LI　“ノ　⊂ト　ノJコミ∨‾月も／1∃「（L／」’」’－⊂入

かった．このことは，中央構造線の変形作用が早目

川・片貝川地域のものに比べ，変形作用そのものが

弱かったか又はより低温一すなわち，より浅い所

一で起った可能性を示している．又，飛騨変成帯の

東北部の断層運動によって形成されたのと類似の

くく破砕的”カリ長石（図版ⅠのF）が中央構造線沿い

に存在する．これらのカリ長石は，飛騨変成帯東北

部において，転移に関する影響をほとんど示さない

ことから，一層浅い所の変形作用の結果生じたと考

えられた（FUJIYOSHI，1984）．当地域においても，格

子状双晶のゆがみ・破断等を示すように，これらの

カリ長石は多分，格子状双晶の形成作用よりさらに

浅い所の変形作用によって形成されたと思われる．

東部片麻岩の一部のカリ長石がパーサイト組織を

示すことは，東部片麻岩も西部片麻岩，神原・天竜

峡花崗岩と同じように新期花崗岩の貴人の影響を受

けたことを示すと思われる．

カリ長石結晶中の格子状双晶の発達に関して，

EsKOLA（1952）は2つの異なる過程を指摘している．

一つは，ペグマタイトや花崗岩に観察される結晶の

境界からの発達であり，もう一つは，結晶内のラン

ダムな発達である．EsKOLA（1952）は，後者の発達

については変形作用が重要な役割をはたすと指摘し

ている．

西部片麻岩，神原花崗岩，天竜峡花崗岩（一部の圧

砕岩を除く）の型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠの岩石では，結晶境界からの

格子状双晶の発達を示すカリ長石が増加し，しかも
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これらの岩石は黒雲母・角閃石の緑泥石化等熱水変

質を示すことから，この格子状双晶の発達の仕方は，

多分，新期花崗岩の貴人に伴う後退変成作用に基づ

くと思われる．

東部片麻岩，一部の天竜峡花崗岩のカリ長石につ

いては，格子状双晶は結晶中にランダムに発達して

いる．これはEsKOLAの後者である．この格子状双

晶の発達の仕方は，EsKOLA（1952）が指摘したよう

に，そして当地域の産状から明らかなように，変形

作用が重要な役割をはたしたと思われる．変形作用

による正長石から微斜長石への転移が結晶中にラン

ダムに発達することは，飛騨変成帯東北部のカリ長

石結晶中の光軸角（2vx値）の分布によっても示され

でいス／nllATAlqGq・冠姦菖・由旧　1q7只・召森吉・一大
ヽ・▼　　⊃ノ＼）　▲1▲▲　▲▲▲I　▲L′ヽノ■′†／J・すヽlト」　　　】　l，　　▲）l　）〉　／」・づヽト．」　　　／ヽ

沼，1982）．
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図版Ⅰ　佐久間湖地域の片麻岩・花崗岩中のカリ長石の顕微鏡写真（直交ニコル），スケー

ルは0．1mmを示す．

A：ほとんどアルバイト相および格子状双晶の発達を示さないカリ長石．

B：パーサイト組織の発達を示すカリ長石．

C：アルバイト相の周辺部から双晶の発達を示すカリ長石．

D：結晶の境界から格子状双晶の発達を示すカリ長石．

E：結晶中にランダムに格子状双晶の発達を示すカリ長石．

F：破砕的組織を示すカリ長石．

PlateI．Photomicrographs of K－feldsparsinthegneissesandgranitesoftheSaku・
＿～、〈1▼〈　（＿．〈〈　　　ヽT：〈〈1．、　（＿〈　〈1．、（〈′1　′、．（′1　′、．．H．、1〈　（L′、▼▼▼（1日」′、1．、一へ．▼暮し　〈f nl●、1●、、

llld．hU dlCd・　⊥ヽ▲LU⊥a dlC LlUDCu dllu aLdlに：・Dl⊥UYVD ulC　▲Cllgul U⊥　U・⊥▲lllu・

A．K・feldspar nearly showlng nO development of albite phase and crosshatched

twin．

B．K－feldspar showlng the development of perthitic texture．

C．K－feldsparshowingthedevelopmentoftwinfromtheborder ofalbitephase．

D．K－feldspar showing the development of crosshatched twin from the crystal

boundary．

E．K・feldspar showing the random development of crosshatched twinsin the

CryStal．

F．K－feldspar showlng the cataclastic texture．
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